
2P
4P
5P
7P議会だより113号を読んでの感想です

一般質問　町政と教育を質しました

6月定例会

シャボン玉とんだ　　　　　6月29日
シャボン玉で遊ぶ田布施幼稚園の園児の皆さん

委員会レポート　

２０１２年（平成２４年）   ７月２０日
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○
繰
越
明
許
費
（
一
般
会
計
）

　
５
事
業
　
１
億
５
４
７
万

３
千
円

○
繰
越
明
許
費
（
下
水
道
事

　
業
特
別
会
計
）

　
１
事
業
　
１
３
８
万
円

○
町
営
住
宅
使
用
料
に
関
す

　
る
債
権
放
棄

○
田
布
施
町
土
地
開
発
公
社

　
事
業
等

●
繰
越
明
許
費
と
は

　
何
ら
か
の
理
由
で
、
そ

の
年
度
内
に
支
出
を
終
わ

ら
な
い
見
込
み
が
あ
る
経

費
（
例
え
ば
、
地
元
と
の

調
整
が
長
引
い
て
工
事
が

遅
延
し
た
な
ど
）
に
つ
い

て
、
翌
年
度
に
わ
た
っ
て

事
業
の
実
施
を
認
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

平成 24 年 7 月 20 日 山口県田布施町議会だより 第 114号 本 会 議 （２）

１２３４５６７８９１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４

２
５

２
６

２
７

２
８

２
９

３
０

３
１

３
２

３
３

３
４

　
平
成
２４
年
６
月
定
例
会
は
６
月
１３
日
か
ら
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
町
長
報
告
４
件
及
び
専
決
処
分
３
件
、
予
算
１
件
、
条
例
２
件
、
人
事
１
件
の
計
７
件
の

町
長
提
出
議
案
及
び
陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

町
長
報
告
及
び
議
案
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　

初
日
の
本
会
議
で
は
、
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

6月定例会

本　　会　　議　（6 月 13 日）

町
長
報
告

税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

（
主
な
内
容
）

○
町
民
税

・
東
日
本
大
震
災
に
係
る
被

災
地
居
住
用
財
産
の
敷
地
に

係
る
譲
渡
期
限
の
特
例
を
３

年
か
ら
７
年
に
延
長
す
る
も

の
。

・
同
震
災
に
係
る
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
適
用
期
間

等
の
特
例
を
改
正
す
る
も
の
。

○
固
定
資
産
税

・
２４
年
度
の
評
価
替
え
に
伴

い
、
住
宅
用
地
に
係
る
据
置

特
例
を
２５
年
度
ま
で
段
階
的

な
経
過
措
置
を
講
じ
た
上
で

廃
止
す
る
も
の
。【

賛
成
多
数
】

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

正　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
固
定
資
産
税
関
係
の
改

正
と
条
文
整
理
で
す
。

【
賛
成
多
数
】

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

専
決
処
分

総額で 1,101 万円を増額補正

中学校屋上防水補修などに中学校屋上防水補修などに中学校屋上防水補修などに



伴
い
、
大
震
災
に
よ
り
滅
失

し
た
居
住
用
財
産
の
敷
地
に

係
る
譲
渡
期
限
の
特
例
が
延

長
さ
れ
、
長
期
譲
渡
所
得
等

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
特
例
を
適
用
す
る
も
の

で
す
。

【
全
員
賛
成
】

●
専
決
処
分
と
は

議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
町
長
が
議
会
に

代
わ
っ
て
意
思
決
定
を
行
う

こ
と
で
、
専
決
処
分
を
す
れ

ば
、
議
会
が
議
決
し
た
の
と

同
じ
効
力
を
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
専
決
処
分
に
は
次
の

２
つ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
条
例
、
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
町
長
が
緊
急
を
要
す
る

た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間

的
な
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
場
合

②
議
会
が
議
決
に
よ
り
指
定

し
た
軽
易
な
事
項
の
場
合

こ
の
た
び
の
専
決
処
分
は
①

の
ケ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１

０
１
万
６
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
５３
億
５
４
０
１

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部

改
正
に
よ
る
「
外
国
人
登
録

法
の
廃
止
」
に
伴
い
、
条
文

整
理
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
小
川
正
一
氏

（
川
西
）
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任

す
る
も
の
で
す
。【

全
員
賛
成
】

陳
情
取
下
げ

（
陳
情
名
）　
ど
ぶ
ろ
く
製
造

を
勘
案
し
た
起
業
拠
点
施
設

設
置
に
つ
い
て

（
取
下
げ
の
理
由
）

事
業
中
止
の
た
め【

全
員
賛
成
】

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

諸
収
入

１
０
８
５
万
１
千
円

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

等
交
付
金
返
還
金

４
４
４
万
７
千
円

施
設
開
設
準
備
経
費
特
別
対

策
補
助
金
返
還
金

３
５
０
万
７
千
円

中
学
校
防
水
補
修
経
費

３
８
４
万
３
千
円

（
中
学
校
屋
上
の
防
水
コ
ー

ト
が
強
風
で
破
損
し
、
約
５

１
９
平
米
の
面
積
の
修
繕
を

要
す
る
も
の
で
す
。）

土
地
開
発
基
金
積
立
金

９
７
万
７
千
円

【
全
員
賛
成
】

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部

改
正
に
よ
る
「
外
国
人
登
録

法
の
廃
止
」
に
伴
い
、
課
の

分
掌
事
務
を
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

山口県田布施町議会だより 第 114号平成 24年 7 月 20日（３）本 会 議

主
な
歳
入

主
な
歳
出

条
　
　
例

人
　
　
事

そ
の
他

小川正一氏

あなたの要望は
　　こうなりました

県道光柳井線（岸田交差点）

工事予定の麻郷小学校グラウンド

陳
情

◎
県
道
光
・
柳
井
線
の

歩
道
、
自
転
車
道
及
び

右
折
車
線
の
設
置
に
つ

い
て

○
提
出
者
　
西
田
布
施

地
域
連
合
自
治
会
長

藤
兼
　
榮
外
２
名

【
採
択
】

臨
時
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
麻
郷
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
工

事
で
す
。

　
吉
次
建
設
が
地
域
限
定
型
一
般
競
争

入
札
で
落
札
、
契
約
額
６
９
３
５
万
３

１
９
６
円
、
工
期
は
平
成
２４
年
１２
月
１０

日
ま
で
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

町
長
提
出
議
案

７
月
１８
日

２４
年
度
補
正
予
算



平成 24 年 7 月 20 日 山口県田布施町議会だより 第 114号 委員会レポート （４）

に国から示されていない。
【全員賛成】

課設置条例の一部を改正する条例
【全員賛成】

学校給食センターを視察しました
　総務文教委員会では６名の議員により、学
校給食センター施設の視察研修を行いまし
た。当センターでは、中学校１校と小学校５
校の生徒約１４００人分の給食を調理・配送
しています。
　施設視察後
の意見交換会
では、議員か
ら活発な意見
や要望が出さ
れました。

税条例の一部改正
　固定資産税関係では、税負担が増えるのか。
　土地については、課税評準額が上がるので、
経過措置を講じるが、人によっては増税とな
る。

【全員賛成】
都市計画税条例の一部改正

【全員賛成】

２４年度一般会計補正予算（第１号）
　事業廃止に伴う補助金返還とは、どこにい
くら返すのか。
　介護福祉施設整備補助金は、国に４４４万
７千円、施設開設準備経費助成金は、県に
３５０万７千円返還する。
　事業廃止の対応策としては、補助金を返還
する方法しかないのか。他の対応策はどうか。
　事業廃止後の施設活用については、具体的

　総務文教委員会は６月１９日に開催し、専決処分２件、平
成２４年度一般会計補正予算１件、条例改正１件を審査しま
した。

Q

Q

Q

A

A

A

総務文教

専決処分

予　　算

条例改正

国民健康保険税条例の一部改正
　特例の内容は何か。
　地方税法の改正に伴うもので被災地の支
援のため、居住用財産を譲渡した場合の長
期譲渡所得の課税の特例です。

【全員賛成】

２４年度一般会計補正予算（第１号）予備審査
【全員賛成】

印鑑の登録及び証明に関する条例
　これまで１６歳以上の外国人は、外国人登
録証明書を携帯する必要があったが、どう
なるのか。
　外国人登録法の廃止に伴い、７月から外
国人登録証明書はなくなります。

【全員賛成】 経済厚生委員会（6 月 15 日）

経済厚生 　経済厚生委員会は６月１５日に開催し、平成２４年度一般会
計補正予算の予備審査と専決処分１件、条例改正１件、陳
情１件を審査しました。

Q

Q

A

A

専決処分 陳　　情

予　　算

条例改正

県道光・柳井線の歩道、自転車道及び右折
車線の設置について
（陳情者）
西田布施地域連合自治会長　　　藤兼　榮
岸田団地自治会長　　　　　　　築岡正勝
西田布施公民館長　　　　　　　晝田　稔

【採択】

給食センター施設の視察（5 月 10 日）

委員会レポート
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一 般 質 問 山口県田布施町議会だより 第 114号平成 24年 7 月 20日（５）

たぶせ苑と町との覚書

小学生の通学風景（中央南）

　
成
年
後
見
制
度
が
始
ま
っ

て
１２
年
に
な
る
。
町
内
で
後

見
人
が
必
要
と
思
う
事
例
が

あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
は
決
ま
ら

な
か
っ
た
。
住
民
に
制
度
の
周

知
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
町
内
の
利
用
者
、
必
要
と

す
る
者
の
実
態
と
後
見
人
育

成
の
取
組
み
を
尋
ね
る
。

　
ま
た
、
後
見
人
と
介
護
保

険
外
の
隙
間
対
応
は
あ
る
か
。

施福会はパートナー　町　長

町長の見解は　國　永

施福会との覚書

取
組
み
は
　
　
　
　
　 
國
永
美
惠
子

点
検
と
指
導
は
　
　
　
　 

國
　
永

周
知
は
広
報
な
ど
で
　
　 

長
信
町
長

積
極
的
に
指
導
　
　
　
尾
﨑
教
育
長

成
年
後
見
制
度

通
学
の
安
全
対
策

國永美惠子　議員

６月定例会

Q

　
施
福
会
た
ぶ
せ
苑
と
本
町

で
は
平
成
１１
年
４
月
１
日
、

覚
書
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

民
設
民
営
な
ら
町
は
関
与
す

べ
き
立
場
に
な
い
。
し
か
し
、

苑
と
町
の
関
係
は
覚
書
に
よ

り
明
確
。
覚
書
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

　
施
福
会
理
事
長
の
「
國
永
・

林
山
議
員
は
敵
」
発
言
、
町

長
に
も
責
任
あ
る
の
で
は
。

　
文
科
省
の
小
学
生
通
学
路

実
態
調
査
指
示
を
受
け
、
県

は
独
自
に
公
立
学
校
通
学
路

を
点
検
し
、
対
応
を
検
討
す

る
と
し
た
。
県
・
県
教
委
・

県
警
と
合
同
で
あ
り
、
点
検

QQ

　
制
度
は
町
広
報
や
社
協
だ

よ
り
に
掲
載
し
、
町
民
福
祉

課
窓
口
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

備
え
、
相
談
に
答
え
て
い
る
。

　
制
度
利
用
者
は
把
握
し
か

ね
る
。
後
見
人
育
成
な
ど
は

社
会
福
祉
協
議
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
隙
間
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
も
連
携
を
取

り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

A

　
覚
書
は
、
経
営
等
に
関
し

て
健
全
な
運
営
や
町
の
財
政

支
援
等
を
定
め
た
も
の
。
町

と
し
て
は
引
き
続
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。

　
理
事
長
発
言
は
直
接
聞
い

て
い
な
い
。
ま
わ
り
か
ら
入

っ
て
き
た
も
の
は
判
断
で
き

な
い
。
無
償
譲
渡
等
の
件
で

は
、
議
会
軽
視
は
し
て
い
な

い
つ
も
り
だ
。

　
緊
急
合
同
点
検
は
現
在
、

小
中
学
校
で
実
施
し
て
お
り
、

８
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
る
。

　
本
町
で
は
危
険
箇
所
を
把

握
し
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
危
険
箇
所
マ

ッ
プ
」
を
作
り
、
学
校
、
保

護
者
と
も
に
注
意
し
、
少
し

ず
つ
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　
交
通
事
故
は
児
童
生
徒
の

命
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

積
極
的
に
指
導
し
て
い
る
。

A

A

後
の
早
期
対
策
が
望
ま
れ
る
。

　
本
町
の
危
険
箇
所
認
識
、

現
況
、
改
修
計
画
を
尋
ね
る
。

　
児
童
・
生
徒
へ
の
交
通
指

導
は
さ
れ
て
い
る
か
。



平成 24 年 7 月 20 日 山口県田布施町議会だより 第 114号 一 般 質 問 （６）

河内　賀寿　議員

岡﨑南海子　議員

　
３
月
２３
日
、
二
井
知
事
は

愛
宕
山
売
却
反
対
の
住
民
団

体
と
の
面
会
を
断
わ
っ
た
。

団
体
や
個
人
の
個
別
案
件
に

は
答
え
な
い
そ
う
だ
。

　
民
主
主
義
は
、
議
論
を
大

切
に
す
る
も
の
と
学
校
で
は

習
っ
た
が
、
町
長
・
教
育
長

へ
町
民
は
自
由
に
面
会
質
問

で
き
る
か
。
教
育
長
は
校
長

時
代
も
含
め
尋
ね
る
。

　
大
阪
で
職
員
組
合
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
労
使
双
方

に
動
き
が
あ
る
。
職
員
基
本

条
例
が
作
ら
れ
た
。
組
合
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
不
当
労

働
行
為
と
し
て
労
働
委
員
会

に
救
済
申
し
立
て
し
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
動
き
を
ど
う
思

う
か
。
田
布
施
町
の
状
況
は
。

職
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
が
、

向
上
を
期
待
す
る
。

　
た
ぶ
せ
苑
は
当
初
か
ら
話

題
が
多
い
。
民
設
と
言
い
つ

つ
町
か
ら
お
金
が
出
て
い
る

理
由
を
聞
き
た
い
。
た
ぶ
せ

苑
に
関
連
し
た
私
の
申
し
入

れ
書
に
回
答
が
な
か
っ
た

が
、
町
民
が
一
般
的
に
町
長

Q

Q

Q

　（
町
長
）
時
間
の
許
す
限

り
、
多
く
の
方
と
お
会
い
し
、

お
話
を
お
聞
き
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）
皆
様
方
の
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
職

務
の
一
つ
で
あ
り
、
学
校
の

保
護
者
や
各
種
団
体
の
方
と

も
全
員
に
会
っ
て
い
る
。
校

長
時
代
、
面
会
予
約
者
を
教

頭
に
会
わ
せ
て
、
私
自
身
が

会
わ
な
か
っ
た
事
も
な
い
。

　（
町
長
）
役
場
関
係
施
設
は

原
則
毎
日
、
日
の
丸
を
掲
揚
。

君
が
代
斉
唱
は
出
初
式
等
式

典
で
行
な
っ
て
い
る
。

（
教
育
長
）
各
小
中
学
校
、
公

民
館
、
教
育
施
設
等
で
主
要

行
事
の
際
は
、
こ
う
し
た
習

慣
が
長
く
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
国
歌
斉
唱
さ
れ
な
い
よ

う
な
方
は
、
県
も
教
職
員
と

し
て
採
用
し
な
い
と
思
う
。

　
大
阪
市
の
こ
と
は
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
職
員
組
合
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
市
職
員

全
体
を
通
じ
た
組
織
の
問
題

と
考
え
る
。
毎
年
大
量
に
処

　
た
ぶ
せ
苑
は
理
事
長
の
交

代
な
ど
あ
っ
た
が
、
一
貫
し

て
正
し
い
動
き
を
し
て
き
た
。

A

A

AA

回答はする　　　　　 長 信 町 長

十分徹底　　　   長 信 町 長

　　　　　　　  尾﨑教育長

町民に説明、回答を　岡﨑南海子

徹底度はどのくらいか　河内　賀寿

町長の説明責任

日の丸掲揚、君が代斉唱

田布施町職員労働組合室（町役場内）

西田布施公民館の半旗（3 月 11 日）

状
況
を
問
う
　
　
　
　
　
岡
　
﨑

問
題
な
い
　
　
　
　
　
　
　
町
　
長

職
員
組
合

町
民
は
で
き
る
か
　
　  

河
　
内

自
由
に
面
会
し
て
い
る
　
　
町
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

教
育
長

自
由
な
面
会
質
問

近
の
大
阪
市
の
よ
う
な
、
処

分
対
象
に
も
な
る
の
か
。

　
今
年
３
月
１１
日
、
町
役
場

や
公
民
館
の
日
の
丸
が
半
旗

に
な
っ
て
い
た
。
東
日
本
大

震
災
の
報
道
を
思
い
出
し
、

何
だ
か
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　
本
町
の
公
の
場
で
の
、
日

の
丸
掲
揚
、
君
が
代
斉
唱
の

徹
底
度
は
ど
の
く
ら
い
か
。

反
し
た
者
が
い
た
場
合
、
最

Q

分
が
発
生
し
て
い
る
な
ど
特

殊
事
情
を
感
じ
る
。
田
布
施

町
で
は
大
き
な
問
題
は
な
い
。

懲
戒
処
分
の
件
数
も
交
通
事

故
な
ど
の
限
定
的
な
も
の
。

職
員
基
本
条
例
は
な
い
。

に
申
し
入
れ
た
時
に
は
ど
う

対
応
す
る
か
。
町
長
自
身
の

案
件
に
は
町
長
が
回
答
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

公
設
か
ら
民
設
に
変
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
当
初
か
ら

民
設
で
財
政
支
援
は
議
会
で

決
議
し
た
。

　
町
民
か
ら
の
申
し
入
れ
は

担
当
課
が
処
理
す
る
。
ま
た

役
場
内
で
相
談
し
、
町
長
自

身
が
回
答
す
る
こ
と
も
あ
る
。



山口県田布施町議会だより 第 114号平成 24年 7 月 20日（７） 読者の感想

読んでの感想です113号を

医
薬
品
）
は
、
先
発
医
薬
品

と
同
じ
効
能
・
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、中
々

普
及
し
な
い
よ
う
で
す
。

　
一
番
は
、
医
療
関
係
者
の

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
し
か
し
、
患
者

自
身
も
薬
へ
の
理
解
を
深

め
、
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

薬
を
要
求
す
る
知
識
を
持
ち

た
い
も
の
で
す
。

山
下
　
博

　
一
年
間
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

議
会
傍
聴
と
議
会
だ
よ
り
を

読
ん
だ
が
、
こ
の
数
年
間
世

界
の
情
勢
は
大
き
く
悪
化
し

日
本
の
疲
弊
も
酷
い
も
の
で

あ
る
。
国
民
は
濁
流
に
流
さ

れ
必
死
に
も
が
い
て
い
る
状

況
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う

な
環
境
下
で
の
地
方
自
治
は

大
変
で
あ
ろ
う
が
、
今
こ
そ

地
方
の
特
性
・
独
自
性
を
発

揮
し
て
新
た
な
る
方
向
に
向

え
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
議
会
で
は
各
種
予
算
や
一

般
質
問
な
ど
多
く
の
議
題
が

審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
私
を

含
む
大
多
数
の
町
民
は
現
状

や
審
議
事
項
の
詳
細
を
理
解

出
来
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

町
民
の
た
め
、
今
後
も
議
会

で
の
審
議
や
行
政
の
舵
取
り

Ｍ
・
Ｍ
（
６０
代
男
性
）

　
表
紙
を
飾
る
春
爛
漫
の
桜

「
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
住

み
よ
い
ま
ち
田
布
施
」
を
象

徴
す
る
風
景
で
す
。

　
平
成
２４
年
度
当
初
予
算
の

提
出
議
案
に
つ
い
て
、
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
町
民
に
直
結
す
る
諸
問

題
に
対
す
る
対
策
の
推
移
は

紙
面
を
通
し
て
し
っ
か
り
見

極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

更
な
る
行
財
政
改
革
を
期
待

し
ま
す
。

　
議
員
リ
レ
ー
随
筆
に
一
言
。

　
満
開
の
桜
と
春
の
嵐
に
散

る
花
び
ら
は
、
花
の
命
と
人

生
観
を
重
ね
て
日
本
人
の
心

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
県
下
屈

指
の
古
墳
群
で
の
遺
跡
調

査
。
ど
ち
ら
も
郷
土
田
布
施

を
題
材
と
し
た
風
情
溢
れ
る

随
筆
に
感
動
で
す
。

Ｙ
・
Ｈ
（
６０
代
女
性
）

　
仕
事
の
関
係
で
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
に
取
り
組
む
」
と

あ
る
小
見
出
し
に
目
が
止
ま

り
ま
し
た
。

　
国
保
税
の
大
幅
引
き
上
げ

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
の
よ
う

で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
（
後
発

等
最
善
を
尽
く
し
て
い
た
だ

き
た
い
。Ｙ

・
Ｓ
（
４０
代
女
性
）

　
３
月
定
例
会
で
は
、
２４
年

度
当
初
予
算
等
で
、
一
般
質

問
で
も
多
く
の
課
題
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
年
間
通
し
て
じ
っ
く
り

と
「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

田
布
施
の
未
来
も
例
外
で
は

な
く
、
と
て
も
厳
し
い
も
の

と
私
た
ち
は
強
く
認
識
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
も
っ
と
若
い
世
代
が
町

政
に
関
心
を
持
ち
、
疑
問
を

投
げ
か
け
、
町
民
の
声
が
反

映
さ
れ
た
議
会
に
な
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

　
議
員
の
方
も
町
民
の
代
表

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
田
布

施
町
が
少
し
で
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
住
み
よ
い

ま
ち
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｙ
・
Ｙ
（
６０
代
女
性
）

　
昨
年
よ
り
特
に
震
災
や
原

発
問
題
な
ど
他
人
事
と
は
思

え
な
い
深
刻
な
問
題
が
続
い

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
２４
年

度
当
初
予
算
で
防
災
対
策
な

ど
の
重
点
施
策
を
慎
重
に
審

査
さ
れ
、
町
民
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
で
最
も
興
味

の
あ
る
Ｑ
＆
Ａ
は
、
一
般
に

実
生
活
上
身
近
な
問
題
が
幅

広
く
掲
載
さ
れ
、
現
在
の
町

の
様
子
が
分
か
り
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
す
。
国
営
ほ
場

整
備
の
遅
れ
は
、
農
家
に
は

大
変
気
が
か
り
な
問
題
で
す
。

ま
た
、
山
間
部
の
鳥
獣
被
害

に
は
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
・
Ｋ
（
６０
代
男
性
）

　
議
会
だ
よ
り
を
読
み
始

め
、
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
度
の
表
紙
は
満
開
の
桜

の
下
で
楽
し
そ
う
な
様
子
が

と
っ
て
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
て

良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

に
な
り
ま
す
が
、
瀬
戸
内
に

も
同
じ
規
模
の
地
震
と
津
波

が
来
た
ら
と
思
う
と
、
他
人

事
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
度
、
東
田
布
施
地
区
、

麻
里
府
地
区
に
自
主
防
災
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
避

難
場
所
、
避
難
方
法
、
連
絡

等
早
急
な
設
立
訓
練
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
物
価
等
が
上
が

り
、
年
金
は
下
が
り
、
生
活

も
苦
し
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
の
町
政
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。中

元
一
夫

　
自
主
防
災
に
つ
い
て
で
す

が
、
私
が
住
ん
で
い
る
海
岸

付
近
の
地
域
で
は
、
こ
の
４

月
に
自
主
防
災
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　
第
一
歩
と
し
て
地
域
の
防

災
連
絡
網
が
出
来
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
皆
さ
ん
に
連

絡
す
る
」
シ
ス
テ
ム
が
作
ら

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
軌
道
に
の
れ
ば
特
に
高

齢
化
の
地
域
に
お
い
て
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
情
報
伝

達
に
な
り
、
被
災
防
止
策
の

一
つ
と
な
り
、
良
い
こ
と
で

す
。

　
ま
た
、
次
に
「
避
難
の
方

法
」
が
出
来
れ
ば
、
近
い
将

来
発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い

大
地
震(

大
津
波)

に
よ
る

被
害
を
極
力
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
、
一
年
間
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
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私
が
初
め
て
議
員
に

当
選
し
、
議
席
を
得
た

の
が
今
か
ら
約
３３
年
前

と
記
憶
し
て
い
る
。
先

ず
は
こ
の
長
き
に
わ
た

り
、
ご
支
援
を
下
さ
っ

た
住
民
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昔
は
地
域
性
に
鑑

み
、
地
域
推
薦
又
は
職

域
の
強
力
な
支
援
を
受

け
議
席
を
得
た
も
の
で

す
。
近
年
は
パ
ソ
コ
ン

行
政
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
デ
ジ
タ
ル
行
政
へ

の
移
行
が
現
実
の
も
の

反省と提言

向井　恒夫

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
の
仕

組
み
も
反
省
し
議
会
の

あ
り
方
を
根
本
的
に
変

え
て
い
く
必
要
を
提
言

し
ま
す
。

　
先
ず
は
「
議
員
定
数

の
削
減
」
と
「
議
員
報

酬
の
改
善
」
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

条
例
で
決
し
ま
す
か

ら
、
執
行
部
と
議
会
が

よ
く
話
し
合
い
、
町
民

の
理
解
を
期
待
し
た
い

で
す
。

　
麻
郷
護
国
神
社
が
鳥

越
に
あ
り
ま
す
。
幕
末
、

明
治
維
新
以
来
、
国
家

の
た
め
に
殉
難
さ
れ
た

地
区
戦
没
者
２
４
５
柱

の
神
霊
が
奉
斎
さ
れ
て

い
ま
す
。
慶
応
２
年
に

長
州
藩
に
よ
り
創
祀
さ

れ
た
由
緒
あ
る
神
社
で

す
。

　
私
た
ち
麻
郷
郷
友
会

は
、
高
松
八
幡
宮
と
共

催
で
、
４
月
１
日
に
慰

霊
祭
を
斎
行
し
て
い
ま

す
。

　
家
族
を
思
い
、
郷
土

を
愛
し
、
御
英
霊
と
な

ら
れ
た
尊
い
犠
牲
と
か

け
が
え
の
な
い
肉
親
を

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の

皆
様
の
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
り
、
今
日
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
教
訓
を
深

く
肝
に
銘
じ
、
二
度
と

過
ち
を
繰
り
返
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
　

　
皆
様
も
４
月
１
日
慰

霊
祭
に
参
拝
い
た
だ
き

心
を
新
た
に
し
、
後
世

に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語

り
継
い
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

林山　健二

麻郷護国神社

◎
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
議
会
だ
よ
り
１
１
４

号
を
お
届
け
し
ま
す
。

◎
い
よ
い
よ
ロ
ン
ド
ン
五
輪

が
開
幕
で
す
。
レ
ス
リ
ン
グ

の
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ

ル
６６
㎏
級
に
は
、
本
町
出
身

の
藤
村
義
選
手
が
出
場
し
ま

す
。
６
月
３０
日
町
主
催
の
壮

行
会
で
、
小
学
生
か
ら
の
「
日

本
一
に
な
る
練
習
」
に
つ
い

て
の
質
問
に
「
日
本
一
に
は

日
本
一
、
世
界
一
に
は
世
界
一

の
練
習
を
し
ま
す
。」
と
人
の

何
倍
も
の
練
習
に
励
む
努
力

の
人
ら
し
く
答
え
て
い
ま
し

た
。
町
政
の
要
諦
で
も
あ
り

ま
し
ょ
う
。議

会
広
報
広
聴
調
査

特
別
委
員
会

議
会
広
報

モ
ニ
タ
ー
１０
名
委
嘱

議
会
広
報

モ
ニ
タ
ー
１０
名
委
嘱

　
町
議
会
は
、
定
例
会
（
３

月
、
６
月
、
９
月
、
１２
月
）

と
必
要
が
あ
る
場
合
に
開
か

れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
密
着
し
た
重
要
な
問
題
が

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
町
政
を
知
る
た
め
、
ま
た
、

議
員
の
活
動
や
町
議
会
の
様

子
を
知
る
た
め
に
も
、
議
会

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
本
会
議
で
の
傍
聴
席

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　「
議
会
だ
よ
り
」
を
１
人

で
も
多
く
の
人
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
設
け
て
、
感
想
や
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
町
内
５
校
区
よ
り

１０
名
の
方
々
に
今
回
発
行
の

第
１
１
４
号
か
ら
１
年
間
、

モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

國
安
　
和
夫
　
　（
大
　
田
）

平
永
　
芳
子
　
　（
宿
　
井
）

髙
田
　
洋
二
　
　（
波
野
市
）

高
瀬
し
づ
え
　
　（
上
　
ゲ
）

西
本
　
智
美
　
　（
矢
　
蔵
）

西
元
　
満
晴
　
　（
長
　
田
）

大
下
　
健
司
　
　（
新
　
川
）

山
田
　
淑
子
　
　（
蓮
　
輪
）

川
向
　
　
實
　
　（
尾
津
西
）

横
山
　
千
里
　
　（
上
　
組
）

は
３０
席
設
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
議
会
事
務
局

　
☎
（
５
２-

５
８
０
０
）

９
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

　
９
月
１１
日
か
ら
２４
日
ま
で

１４
日
間
の
開
催
予
定
で
す
。

正
式
に
は
、
９
月
６
日
開
催

の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

　
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

◇
応
募
資
格
　

　
町
内
在
住
の
方

◇
募
集
人
員
　
１０
名

◇
任
　
　
期

　
平
成
２５
年
６
月
１
日
よ
り

　
２６
年
５
月
末
ま
で
の
１
年

　
間

◇
応
募
・
問
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局

　
☎
（
５
２-

５
８
０
０
）


